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石 川 県 に お け る 結 核 の 疫 学 的 研 究

その2結 核死亡率に影響を与える諸要因についての観察

柳 川 洋

金沢大学医学部公衆衛生学教室(指 導 重松逸造教授)

受付 昭和41年2月18日

EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON TUBERCULOSIS 

       IN ISHIKAWA PREFECTURE*

Part  II  : Factors Influencing the Mortality 

       Rate from Tuberculosis

Hiroshi YANAGAWA

(Received for publication February 18, 1966)

   A decrease of tuberculosis in Ishikawa Prefecture began in 1936. This occured prior to 

other prefectures in Japan as pointed out in the previous report. 

   In this report, the author tried to clarify the factors influencing the decreasing tendency 

of the mortality rate from tuberculosis in Ishikawa, and observed the relations between the 

mortality rates and both host and environmental factors by prefecture in whole Japan and also 

by city, town and village in Ishikawa. 

   The results thus obtained were as follows. 

   1. Observation on the relations between the mortality rate from tuberculosis and environ-

mental factors, both analyzed by prefecture, revealed that the percentage of the farmer popula-

tion was high and that of the third industries was low in prefectures where mortality rate 

from tuberculosis was low, while the amount of consumption of cow and goat milk showed 

negative correlation with the mortality rate from tuberculosis. 

   2. Observation on the same relations analyzed by city, town and village in Ishikawa Pre-

fecture, revealed the same tendency as mentioned above in the analysis by prefecture. 

   Besides this, the mortality rate from tuberculosis was lower in the districts where living 

conditions were improved and durable goods or water supply were universal. 

   3. The percentage of the triple conbination of SM, PAS and INH among all chemothera-

peutic regimens as well as the rate of response to the mass case-finding program for general 

inhabitants were adopted as indices of the popularization of countermeasures for tuberculosis, 

and it was found that they showed negative correlation with the mortality rate from tuberculosis. 

   4. The author also assumed, through the observation of the yearly changes of mortality 

rate from tuberculosis by district, that the decrease of the mortality rate was closely con-

nected with herd immunity and selection in the community. 

   From the above mentioned results, it is clear that the decreasing tendency of tuberculosis in 

Ishikawa was caused by many factors. 

   Consequently, it is important to plan and conduct a multiphasic strategy for promoting 

control measures of tuberculosis.

* From the Department of Public Health, School of Medicine, Kanazawa University, Takara-

 machi, Kanazawa, Ishikawa, Japan.
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緒 言

石川県の結核はい くつ かの点 で全 国 とは異 なる特徴を

もつてい る。た とえば本県の結核流行が全 国にさきがけ

て発生 し,し か も結核 王国の異 名を とつた ぐらい その流

行が激 しかつた ことは周知の とお りであるが,一 方結核

死亡率の低下 も全国 よ り一足早 くは じまつてお り,さ ら

に最近 では また一部の世代で再び上 昇傾 向が認 め られて

い る◎

これ らの点は著者が第1報1)に おいて指摘 した ところ

で あるが,本 報では石川県に特有な 結核 死亡率 の 推 移

が,い かな る要因に よつて影響されているかを検討 した

ので,こ こにそ の成績の概要を報告する。

研 究 方 法

全 国および石川県 の結核死亡率については第1報 の場

合 と同様,帝 国死因統計 お よび 人 口動態 統計:昭 和11

年～37年(総 理府統計局,厚 生省統計調査部),石 川県

衛生年報:昭 和24年 ～39年(石 川県厚生部),結 核 統

計資料:昭 和26年(厚 生省統計調査部)な どを用いた。

また石川県石川郡 旧町村別 の結核死亡率は同県松任保健

所保管 の人 口動態死亡票に よつて集計 した。

Fig.1.RelationbetweenMortalityRatefrom

TuberculosisandSocio-environmental

FactorsbyPrefecture
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結 核 第41巻 第6号

結核死亡率 と対応す る各種要因の調査については,世

界農林業 センサ ス市町村別統計書No・17石 川県:1950

年,1960年(農 林省統計調査部),農 業集落調査市町村

別統計表:昭 和35年(石 川農林統計協会),石 川県統計

書:昭 和10年,25年(石 川県)な どを資料 として利用

した◎

これ らの各種資料に よ り,地 域別結核死亡率お よびそ

の推移 と各種環境要因,結 核対策の滲透度,宿 主要因な
毒

どとの関係を観察 した◎

研 究 成 績

1.結 核訂正死亡率 または結核死亡減少率 と生活環覧

要 因 との関係(図1～6)

まず訂正結核死亡率(男 子1960年)を 都道府県別に

みる と,石 川県では人 口10万 対42・5と 高率の県よ り数

えて第21位 を示 してい るが,こ れ らの府県別訂正結核

死亡率 とい くつかの生活環境要因 との関係をオージャィ

ブによつ て観察 した。

これ によると 、(図1),農 家人 口率(1955年)と はか

な り強 く逆相関関係(相 関係数r=-O.43)を 示 してお

Fig.2.RelationbetweenMortalityRatefrom

TuberculosisandNutritional
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り,また第3次 産業百分比・1人 当 り分配所 得指数(1955

年)な どとはやや順相関の傾向が認め られ る。また乳用

牛飼育農家率,山 羊飼育農家率(1957年)お よび1人 当

り牛乳消費量(1956年)な どとの関係をみる と(図2)・

山羊飼育農家率 とは最 も著 明な逆相関(r=-O・47)の

傾向が認め られ,乳 用牛飼育農家率,1人 当 り牛乳 消費

量な どとも軽度の逆相関関係が存在 している◎

乳用牛飼育農家率 の高い ことは必ず しも牛 乳飲用 の多

いことを意味 しないが,山 羊は 自家飲 用の 目的 で飼育 さ

れるものであ り,こ れ と結核死亡率 とが逆相 関関係を示

していることは興味が深い。

次 に府県別に観察 した ことを石川県内につ いてみ るた

めに,石 川県内の市町村別訂正結核死亡率(1961年)と

生活環境諸要因(1960年)と の関連を府県別 の場合 と同

様,オ ージャイブによつ て検討 した。
軸

Fig。3。RelationbetweenMortalityRatefrom

TuberculosisandSocio-environmental

FactorsbyCity,Townand

Villagein、Ishikawa
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これに よると(図3),府 県別の場 合 とは 異 な り結核

死亡率 と農家人 口率 との相関関係は明 らかでない。

乳用牛飼育農家率 とは軽度の逆相関関係にあ るが,山

羊飼育農家率 との関係は府県別の場合 のよ うに著明では

ない。 また牛乳,山 羊乳を飲用 してい る農家が半分以上

を 占める集落率 とは必ず しも相関 しないが,魚 を常時た

べ る集落率 とは逆相関 の関係がみ られ る。

また戦後の生活改善の状況 との関係をみ ると(図4),

戦後半分以上 の農家が生活改善を した集落率,電 気洗た

く機普及率,上 水道,簡 易水道普及率な どとはわずかな

が ら逆 相関の傾 向を示 している。

同様 の観察 を,さ らに地域サイズを小 さくした旧町村

別単位で比較 してみたが,旧 町村単位では,人 口が少 な

いため地域 による変動が大 きく,結 核死亡率 と各要因 と

の間で とくに関係を見出だす ことはできなかつた。

以上 の観察はあ る時点における結核死亡率の高低 と,

それ とほぼ同時点の生活環境指標 との関係 を み た もの

で,両 者 の間に相関関係が認め られた として も,そ れを

Fig.4.RelationbetweenMortalityRatefrom

TuberculosisandSeveralIndicesofthe

LevelofLivingConditionsbyCity,

TownandVillageinIshikawa
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た だちに因果 関係に結びつけ ることので きないのは 当然

であるが,こ れ らの関連を さ らに くわ しく観 察す るため

に小地域 における結核死亡率の動 きと生活環境指標 との

関 係を検討 した。

すなわ ち石川県石川郡を旧町村単位 にみて結核死亡率

が戦前(1936～39年 の合計)は 低位 にあ り,最 近(1957
～64年 の合計)に は比較的 高位 の地区(A)

,以 前 も最

近 も低位 あるいは高位を続 けている地区(Bあ るいはC)

お よび以前高位であつたが最近低位 にある地区(D)と い

つた特徴的な動 きを示す4群 の農村地区(図5)を 観察

した。

これに よる と(図6),農 家人 口率(1960年)は ,い

ず れ も農 村地 区のためかほ とん ど差 はなかつた。

4地 区の人 口減少率をみ ると,1931～35年 の 年間平

均 減少率 と最近1年 間(1959～60年)の 減少率 は いず

れ も同 じ傾 向を示 してい て,死 亡率が高位 を続け てい る

Fig。5.FourTypesoftheDistricts(A,B,C,D)

AccordingtotheMortalityRatesfromTuber・

culosisandTheirDecreasingRatios
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C地 区 と以前低位で最近高位になつたA地 区において,

減少率は高率 となつていた。

また耕地面積(1960年)は4地 区ほぼ等 しく,1戸 当

り販売金額はB地 区で最 も高 くなつてい た◎ なお乳 児死

亡率 もA,C地 区は高率でB,D地 区は低率 とな つて

いた。

2.結 核死亡率 と結核対策浸透度 との関係(図7,8)

結核対 策の浸透度を あ らわす多 くの指標の うち,予 防

対策の実施状況を示す指標 として住民検診受診率を,ま

た治療状況を あ らわす指標 として結 核予防法第34条 に

よる医療費公費負担合格件数(化 学療 法のみ)中 に占め

る3者 併用療法(SM十PAS+INH)を1例 として とり,

まず府県別に検討 した(図7a,b,c)。

住民検診受診率(1962年)は 石川県 では各府県中第15

位 と上位を占めているのに対 し,3者 併用療法 の割合は

最 も低率の群 にはいる◎ こ れ ら の 両指標 と結核死亡率

(1961年)と の関係はか な り相関関係が強い◇(相 関 係

数,受 診率 と死亡率r=-0・31,3者 併用の割合 と死亡

率r=-O.43)o

同様 の検討を石川県 内の 保健所管内別 に、行 なつたが

(図8a,b,c),こ の場合は観察地 区数の少ない ことも

あつ て,全 国 のよ うな傾向を認める ことは で き な かつ

た。

3.結 核死亡率 と宿主要 因 との関係(図9～13)

石川県の結核 が全 国にさきがけて低下を開始 した こと

はすでに第1報1)で 指摘 した ところであるが,こ のよ う

な現象が何に起 因す るか を検討 してみた。

まず全 国都道府県の各時期(1912～16年 平 均,1932

～36年 平均,1949年 ,1961年)に おけ る 結核死亡率

の格差を比較す ると(図9),東 北,関 東 お よび 近畿 な

どの地方 で一部に例外は認め られるに して も,以 前死亡

率 の高かつた府県は概 して最近 に低 くな り,逆 に低かつ

た ところでは高 くなる傾 向を示 しているよ うにみえる。

しか し実際に相関図に よ り検討 してみる と(図10),明 瞭

な逆相関を示 すにはいた らない(相 関係数r=-O.03)。

ただ し結核 死亡減少率 と以前 の 結核死亡率(1912～16

年平均)と の関係をみ る と(図11),明 らか に 逆相関

(r=-O.66)す る。 このこ とは昔結核死亡率 の 高かつ

た府県ほ ど減 少率が大 きい こ とを示す もので ある。

同様 の検討 を石川県 内の 旧町村別 に,1936～39年,

1949～53年 および1957～64年 の 各年間平均結核死亡

率につ いて行 なつた◎そ の結果(図12),1949～53年 の

死亡率は1936～39年 の死亡率 と順相 関の関係(r=十

〇.40)を 示 して,戦 前 の面影 を残 しているが,最 近 の死

亡率は戦前 とほ とん ど無関係になつ てい る。さ らに結核

死亡減少率 と以前 の結核死亡率 との関連をみ ると,1936

～39年 よ り1949～53年 にいた る間の減少率 と戦前 の死

亡率 とはほ とん ど相関関係を示 していないが,1936～39



1966年6月 219

Fig・6.Socio-environmentalFactersoftheF◎urDistricts(A,B,C,D)
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年よ り1957～64年 にいたる間の減少率は戦前高率であ

つた地区ほ ど大 き くなつてい る(r=-0・46)。

以上 の成績か らみ ると,結 核 流行 の激 しかつた ところ

は減 少率が大 き く,以 前低かつた地 区以上 に低下す る傾
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Fig.7b.RateofResponsetotheMassCase-finding
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向す らみせ ていて,集 団免疫 の存在を示唆 してい るよ う

である◎

また これ らの点 と結核有病率 との関連をみ るために上

述 した石川県石川郡 内の4地 区について,結 核登録患老
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率(1964年)を み ると(図13),死 亡率が以前 も現在 も

高い所 で患者は少な く,以 前か らずつ と低率を示 した地

区で最 も多 くなつている。 このこ とは以前か ら高率を維

持 して きた地 区,つ ま り流行が激 しかつた地区では淘汰

の行 なわれ ているこ とも示 してい るのであろ う。

考 案

結核死亡率に影響を与える諸要因については古来多く

結 核 第41巻 第6号

Fig。8b。RateofResponsetotheMassCase一

丘ndi箆gProgramforGeneralInhabitants

byHealthCenterDistrict,

Ishikawa(1960)

島
閣

Fig.8c.PercentageofSM十PAS十INHamong

TotalCemotherapeuticRegimensby

HealthCenterDistrict,

Ishikawa(1959)

15.1%～[=コ

10嶺1～15.0%1囲
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の研究者により検討されている。たとえば前世紀から今

世紀初頭にかけてみられた西欧諸国の高結核死亡率につ

いては,そ れに影響を与えた重大な環境要因として産業

革命による労働条件の悪化すなわち低賃金労働,年 少者

および女子労働者の雇傭,労 働時間の延長や急激な人ロ

都市集中化による居住条件の悪化などがあげ られてい

る2)～η。またその後労働条件が改善されるとともに個人
ゆ

の収入が増加し,生活水準の向上がみられたことは結核
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Fig.13,PrevalenceofTotalRegisteredCases

intheFourDistricts(ノ ㍉B,C,D)atthe
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死亡率 の低下に大 きな役割を果た した もの と さ れ てい

る8)9)。

また第2次 大戦後にみ られた急速な結核死亡率の低 下

につい ては,な ん といつ てもス トマ イ,パ スお よび ヒ ド

ラジ ドを中心 とす る化学療法剤 の出現に よることは明 ら

か であろ うlo)～12)。

一方Wallgreni3)は 結核死亡減少の一つの考え方 とし

て,そ の蔓延 によ りまず 自然抵抗の少ない ものが 淘汰 を

受け,そ の後 自然抵抗力 の強い ものが残 ることをあげて

い る。 また重松11)は結核 の流行が早期にみ られた ところ

ほ ど死亡率がはや く低下 しは じめてい ることを指 摘 し,

流行 の経過 による集団免疫を重要な因子 としてあげてい

る。

著者は石川県 の場合について,結 核死亡 率に影響す る

諸要 因を環境お よび宿主の両面か ら検討 した。

環境要因については,府 県別,保 健所管 内別,新 町村

別お よび旧町村別 といつた各集団サイズに分 けて,い く

つか の生活環境指標 と結核死亡率 との関連 をみた。それ

に よると農家人 口率 とは府県別にみて も,新 町村別 にみ

て も軽度 の逆相関関係を示 した。つ まり農 家人 口の占め

る割合 の多い ところほ ど結核死亡率は低 い と い うこ と

で,こ の点重松 ら15)の行 なつ た世界各 国の比較では,農

業就業者率 と結核死亡 率 とは明 らかに1順相関 の関係を示

してお り,一 見相矛盾す るようであるが,世 界各国 の場

合,農 業就業者の多い とい うことは,そ の他 の生活環境

条件 も劣悪になつてい るためではなか ろ うか。 また府県

レベルの観察で,第3次 産 業百分比 および1人 当 り分配

所 得指数 と順相関の関係がみ られ ることは,所 得の影響

よ りもむ しろその よ うな地域 の商工 業化 および人 口集中

の程度な どと関係するためではないか と考え られ る。

栄養摂 取状況 と結核 死 亡 と の 関 係 に つ い て は 諸

家le)'"i8)も報 告 しているが,著 者 も府県 レベルお よび石

結 核 第41巻 第6号

川 県内の新町村 レベルについて検討 した。1人 当 り牛乳

消費量,乳 用牛飼育農家率お よび山羊飼育農家率な どが

結核核亡率 とわずかなが ら逆相関の関係を示 した ことは

興味が ある。 と くに府県別にみて,山 羊飼育農家率 と著

明な逆相関関係を示 した ことは,前 述 した よ うに山羊は

自家飲用を 目的 として飼育され ている ことか ら考えて も

興味があ る◎

石川県内の新町村別検討 では この点 ほ とん ど結核 死亡

率 と無関係の よ うにみえ るが,石 川県 の山羊飼 育農家率

が全国各府県中低 率 より数 えて第7位 と非常 に低 く,そ

のために影響を及ぼす にはいた らない のであろ う。

次に生活水 準をあ らわす指標 として とつた電気洗た く

機普及率,水 道普及率 お よび戦後生活改善を した集落率

な どは,新 町村別 の比較 で結核死亡率 と逆相関関係を示

した。すなわち,こ れ らの普及 のよい ところほ ど結核死

亡率が低 くなつてお り,生 活水準 の影響を無視 できない

ことを示 している。

石川県における結 核が かつ て全 国にさきがけ て流行 し

た大 きな要因 として,紡 績産業 の発達 およびそれに伴 う

出稼者の増加 があげ られ ることは諸家 の一致 した意見で

あ る19)一'23)。この点 旧町村別 にみて 当時人 口減少率の少

ない よ うな地 区は これ らの影響をあ ま り受けていない と

考え られ,石 川県石川郡 の成績 でも当時 の結核死亡率は

低 くなつていた。

戦後み られた死亡率の急速な低下は化学療法に負 うと

ころが 大きいが,化 学療法剤やBCGの 出現以前にすで

に死亡 率の低下がは じまつてい ることは第1報1)で 指摘

した とお りであ り,結 核死亡率の地域別格差の動 き,結

核死亡率の動 きと登録患者率 との関係な どか らみて,集

団免疫の獲得 や自然淘汰な どの宿主要因 も死亡率に影響

を与える重要 な因子 と考 えなければな らない◎

総括ならびに結論

石川県 におけ る結核死亡率の減少に影響を与えている

諸要 因を,環 境お よび宿主の両面か ら検討 した結果を総

括な らびに結論す ると次の とお りであ る。

1.ま ず府県 レベルについてみ ると,結 核死亡率が低

い地区 ほ ど農家人 口率は高 く,第3次 産業百 分比は低い

傾 向を示 した・ また栄養面では牛乳 と山羊乳消費量の多

い ところほ ど結核死亡率の低い傾向が認め られた。

2・ 石川県 内を市町村別に観察 した結果では
,府 県別

の場合ほ ど明瞭ではないが,ほ ぼ同様の傾向が認め られ

た。 また生活改善を行なつた地 区や耐久消費財,水 道施

設 な どの普及 してい る地区ほ ど結核死亡率が低い傾向を

示 していた。

3・ 結核対策 の滲透度を あ らわす指標 と して とつた
,

化学療法 中の3者 併用療法実施率,住 民検診受診率な ど

が高 い地区ほ ど結核死亡率 の低い傾向が認め られた。



1966年6月

4.地 区別 にみた結核死亡率の推移か ら,結 核 死亡率

の減少には集団免疫 と淘汰作用が関係 してい ることを指

摘 した。

以上の諸点 より,石 川県におけ る結核死亡率の減少原

因が多要因的に理解 されねば な らない ことは明 らかであ

るが,こ のことは また結核対 策の推進 には多面作戦の重

要なことを示 してい るといつ て よい◎

終 りに ご指導 とこ校閲を賜 わつた重松逸造教授 と石川

県の資料収集に ご便宜をいただいた同県厚生部加納秀雄,

稲木公彦両博士に感謝 します。

(本報告 の一部は第9回 日本結核病学 会北陸地方学会

に発表 した。)
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